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イ ン プ ッ トをア ウ トプ ッ トにつ な ぐシ ャ ドー イ ン グ

　　　　　　　　　 理 論 と実践 の 連携

門 田 修平

関西学院大学

概要 ：

　まず心理言語学の 観点か ら、英語 など第二 言語習得の 2 つ の 基本課題、すなわ ち  イ ン

プ ッ トの 量 と質を い か に確保するか 、   心内の学習シ ス テ ム を い か に機能させ るか、に つ

い て ふ れ た い と思 い ます。そ の 上 で 、シ ャ ド
ー

イ ン グ に つ い て 、筆者 の 考え る 2 つ の 効

果、  音韻表象形成の 自動化、  語彙 ・構文 の 内在化に つ い て 、音読 も絡め て 、検討 しま

す 。 さ らに、  上記 （a ｝ （b）が実現され る こ と で 、英語 など第二 言語 の正確 さ （accura −

cy ）よ りも流暢性 （fluency） の 育成 に い か に し て 効果が 期待で きる の か 、特 に 、  リ ス

ニ ン グ能力の 向．卜、  新た な語彙 ・構文の 内在化 とい か に結び つ くか に つ い て現時点で の

展望を報告 します。

1．は じめ に
’

　日本語 ・英語な どの 第二 言語の 学習や 教育に 関 わ る基本的な課題 をまとめ る と、次 の 2

つ の 解決すべ き問題 に集約で きる の で はな い か と考えます 〔図 1），、
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　 l　 　 　 　 　　 　 l
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　 図 1　第＝ 言語 の 学習 と教育に 関わ る検討課題 ［1］

　上記 の うち、課題 （1）の イ ン プ ッ トの 問題 に つ い て は、大量 の イ ン プ ッ トを学習 者に

与え、そ うす る こ とで L1 の 習得状況 に少 しで も近づ けよ うとする 多読 ・多聴学習の 取 り

組み が あ ります［2 ］［3 ］［4 ］［5 ］。

　こ れ に 対 し、課題 （2）の 学習シ ス テ ム とは、学習者 の 言語獲得装置 （language　acqui −

sition 　device）で 、これ は私た ちが心 内 （＝脳 内〉に備えて い る もの で す 。 こ の こ とば の

学習 シ ス テ ム は、人 が誰 しも持 つ と考え られ て い る ワ
ーキ ン グ メ モ リ （working 　memo −

ry ）を土台に、そ の さまざまな制約の 範囲内で 、習得対象言語の 発音 ・語彙 ・文法な ど の
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新情報 を、知覚 （perception ） し、理解 （comprehension ） し、記憶 （memorization ） し

て 、さ ら に 内在化 （internalization＞ して 知識 化す る た め の
．
ド位 シ ス テ ム （subsystem ）

を含ん で い る と考え られ ます e こ の 学習シ ス テ ム を活性化 させ 、効率的に働 か せ る に は 、

どの よ うな練習 （学習 タ ス ク）が ある の かに つ い て 大 い に議論 ・検討する必要があ りま

す。

　門 田 は、従来よ り同時通 訳 の トレ
ー

ニ ン グ と して 行わ れ て きた シ ャ ド
ー

イ ン グ （shad −

owing ）、さ らに は文字 と発音 とを結 び付 ける音読 （oral 　reading ）が 、ワ
ー

キ ン グ メ モ リ

（working 　memory ）内の 上記の 学習 シ ス テ ム を効果的に機能 させ るす ぐれ た 方法で ある

こ とを、認知心 理学や脳科学 な どの 隣接分野 、 お よび実際の教室で の教育実践 に もとつ く

研究か ら報告 して い ます ［1 ］。

2． シャ ドー イ ン グ ・
音読 とは ？

　シ ャ ド
ー

イ ン グ は、聞こ え て きた 音声言語 をもと に 、ま た音読は 、目で 見た文字言語を

もと に 、と もに こ こ ろ （頭）の 中で内的な符
・
号化 を行 い 、どの よ うな発音で ある か 認識 し

〔こ れ を音韻表象 〔phonological　representation ）の 形成 と呼び ます）、その 後それ を声 に

出して 発声する タ ス ク で す （図 2）。

臠い誰囀欝擁

　　　　　　　膏顛衰象の影繊　・ゆ 驚劉竪

薦庵業寧卿

　 　 図 2　 シ ャ ドーイ ン グ とは ？音読とは ？

　次 の 図 3 は 、バ イ リ ン ガ ル の 語彙処理 モ デ ル （Lexical　Processing　Model 　for　I．2　Learn−

ers ）と して 、門田に よ っ て提案 され て い る もの で す 。音声
・
視 覚提示 された単語 （語句）

の 意味 を 理 解 し た り、絵 をみ て そ の 絵の 表す内容 を 1 語で 言 う （命名 ：naming ） とい っ

た心 的 プ ロ セ ス を、母語 と第 二 言語 で kZい に どの よ うな段階 を経 て 行 っ て い る か を、イ

メ
ー

ジ化 した もの で す 。 シ ャ ド
ー

イ ン グ、さ らには音読 につ い て も、そ れぞ れが ど の よう

な段階 を経て 実行 さ れ る か そ の 認知プ ロ セ ス の 概 要を図示 して い ます、，
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図 3 バ イリ ン ガ ル 語彙処理モ デ ル （英語表記 を 日本語表記 に変更 して 転載〉［6 ］

　例 えば、第二 言語 にお ける シ ャ ドーイン グ で は 、 最低限 L2 音声 イ ン プ ッ トを もと に 、

L2 音韻表象 を経て 、　 L2 音声 ア ウ トプ ッ トを返 すだけで 実施可 能 で す。しか しなが ら、繰

り返 し練習する こ とで 、復唱 に馴れ 、自動化 され て そ の 実行 に必要 な認知負荷が軽減され

て くる と、同時 に意味処理 をした り （意昧概念表象の 形成）、文字表象 を形成 して そこ か

ら の フ t 一 ドバ ッ ク を得る などの 処理 を同時並行で 進 める こ とが で きる よ うにな ります。

また 、 図の右半分が示すよ うに 、母語音声の 復唱に お い て も、同様の 処理 経路が、仮定で

きます 。 さらに 、 視覚提示語 の 音読に つ い て は、L2 文字 イ ン プ ッ トをベ ー
ス に 、　 L2 文字

表象を形成 し、L2音韻表象に変換 した ら、今度 は そ れ を発音 して L2 音声 ア ウ トプ ッ ト

を得る とい うプ ロ セ ス が、最低 限含まれ る こ とが わか ります t
・そ して 、こ の 文字表象の 音

韻表象へ の 変換に は 、書記 素 ・音素変換規則 の 利用 、単語の 主要部文字列 （body） の
一

貫性に 関する情報の 活用な どが 明 らか に され て い ます ［7］。

3． シ ャ ドーイン グの 効果は ？

　門田 ［1］は、シ ャ ド
ーイン グ

・音読に は 、次の 図 4 の ような 2 つ の効用が あ る こ とを仮

定して い ます，，

　（1）耳か らの 音声イ ン プ ッ トを もとに、また は眼 か ら の 視覚イ ン プ ッ トをもとに、その

　　　言語入力の 音韻表象 （phonological 　representation ）を容易に心内に形成す る こ と

　　　が で きる ようにな る。

　（2）顕在的 な外的調音速度 を向上 させ る こ とで 、音韻ル ープ内の サブボ ーカル リハ
ー

サ
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ル （内 語反 復 ：subvocal 　rehearsal ）の 高速化が 達成 で き、そ の 結果英語 の 語 彙
・

構文などを全体 として まる ご と記憶 ・内在化で きる ように なる。

図 4　シ ャ ド・一・イ ン グ と音読の 2 つ の 効用 （匚1］をもとに 改訂）

　シ ャ ド
ー

イ ン グに つ い て は、リ ス ニ ン グカ を仲ばす効果がある こ とが、こ れ まで に指摘

され て い ます ［8］。 さ らに、目本 人英語学習者 （大学生 な ど）を対 象に したそ の 後の 実

験 研究 に よ り、新た に次の よ うな事実がわか っ て きま した。

　  同 じ素材で の シ ャ ドーイ ン グ の 再生率は 5 回まで は向、Eするが、それ 以上 はあまり伸

　　びがみ られ な い ［8 ］。

　  シ ャ ド
ー

イ ン グ は学習者の 発音 ス ピー
ドを速 くす る［9］。 これは、シ ャ ド

ー
イ ン グ に

　　よる リ ス ニ ン グ力向上 の 前段階 として 共通 にみ られ る状態で ある 。

　  ピ ッ チ幅を広 げる効果が ある 。 日本人 の 英語 ス ピーチ に お け る 、高低の 変化 に 乏 し

　　い 、狭い ピ ッ チ幅を改 善する働 きがある ［8ユ［10］。

　  一ヒ記  の ように 発音 ス ピー
ドが あが る と、使われ て い る語句や構文の 記憶 ・

再 生が よ

　　くなる ［11］。 こ れ は 、 音韻ル ープ内 の 内語反復 （subvocal 　rehearsal ）の 速度 の 向上

　　に よ り、そ の 記憶容量が拡大する こ とが原因で ある と言 われ ます ［1］。

　  ス ピー
キ ン グの ため の 内的発話 （リハ ーサル ） を促進す る可能性が ある。

4 ．シ ャ ドー
イン グ とリス ニ ン グカ ：音声知覚の 運動理 論をめ ぐっ て

　かね て よ り、ト ッ プダ ウ ン処埋 の 観点か らは、第一
言語

・
第二 言語の 別を問わず、リス

ニ ン グ 過程 の 中心的 な処理段階は、長期記憶 内の メ ン タ ル レ キ シ コ ン か らの i青報検索 を も
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とに した、「総 合 に よる分析 （analysis 　by　synthesis ）」に よ る 予測 一検証 （prediction−test−

ing）機構 で ある と考 えられ て きました ［12］、 こ の 「総 合に よ る分析」とは、聴 き手が 長

期記憶 として 格納 して い る言語情報 デ
ー

タベ ー
ス か ら必 要な情報を検索 し、それ らを総 合

して 音声 イ ン プ ッ トを分析す る こ と を指 して い ます 。 長期記憶 中 の 関連す る情報 と して

は、ほ ぼ次の ようなもの が活用 される と仮定 され ました ［12］；

　  音声の 知識

　  統語 ・語彙知識

　  文脈知識

　  パ ラ言語的知識 ： 話 し手の 情緒面に関す る情報 な ど

　  ボ デ ィ ラ ン ゲージ、背景知識 （ス キ ーマ ）な ど非言語知識

こ の よ うな さ まざまな情報 を総合 し、分析す るこ とで 、一
部を聴 い て そ こ か ら発話内容 に

つ い て
一

定の 予想を立 て 、
こ れ と実際の音声 を照合する とい う作業に従事して い る と考 え

られ ま した。

　以．Eの 「予測
一
検証」の考え方 をさ らに

一
歩進め、聞 き手は音声イ ン プ ッ トとパ ラ レ ル

にみずか ら音声生成 （調音 ジ ェ ス チ ャ の 形成）をして お り、そ の 自身の 生成音声 と聴覚入

力 とを比較検討する こ と に よ り、音声の 知覚を し、意味の 理 解 を行 っ て い る とい う理論が

あ ら わ れ ま した 。 こ れ が 、Liebermanに よ る 「音声知覚の 運 動理 論 （motor 　theQry　o工

speech 　perception）」 と呼 ばれる もの で す ［13］。 聞 き手が 、／1〃 r／などの 特定の 音声 の 知

覚が で きる た め に は （lead．　read の 区別な ど）、 その 音声 を聞 き手 自身が 調音で きな い と

だめだ とい う考え方で あ りました 。

　こ の 理論 は、一部の 音声学者の 熱烈な支持 を受けましたが 、そ の後、心理言語学者や 第

二 言語習得研究者の 間で 一般的に支持 され る もの に はな りませ ん で した c

　2004 年 に な っ て 、．Mature 趣 z〃 o ∫c諭 70召 と い う雑誌に、　 Wilson，　Saygin，　Sereno　and 　Ia−

coboni の 4 名に よ る Listening　to　speech 　activates 　motor 　areas 　involved　in　speech 　pro −

ductionとい う論文が掲載 され ま した ［14］。 こ の 研究は 、音声イ ン プ ッ トを処理 に 際 して 、

聞 き手みずか らが パ ラ レ ル に発音 し、そ して 形成 した音声表象 を、聞こ え て きた音声に 同

期 させ る こ とが 、 その音声 の 知覚 に は必 要で ある とい う上記 Lieberman らの 学説に もと

つ く もの で す。そ して 、もしそ の よ うな対応す る音声表象の 形成が行われ る の で あれ ば、

そ の 形成に は ヒ トの 運動 シ ス テ ム を活用する必要が ある の で は な い か と仮定 した の で す 。

　実験 で は、英語 を母語 とす る成人 10八に対 し 、 単音節か ら成る 無意味語 をその まま受

動的に 聴 き取 らせ 、その 後確認の た め に 発話 させ る とい う課題 を与えま した。そ して 、そ

の 聴き取 りの 際 の 脳活動の様子 を、fMRI を用 い て記録 したの です 。
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　その結果、Wilson らは 、 ブ ロ ー ドマ ン の 皮質領野で い う BA4 お よ び BA6 、すな わ ち大

脳 運動野お よび運 動前野 が活動 し て い る こ とを発見 し ま し た （図 5）、，

図 5　単音節無意味語の 聴取時 に お け る 2入 の 被験者 の脳活動例 ［14］

　なお 、参 考 まで に 、ブ ロ ー ドマ ン の 皮 質領野 を以 下 に掲載 し ます （図 6）。BA41 、

BA42 （聴覚野）お よび BA40 〔ウ ェ ル ニ ッ ケ領域 の
一部で あ る縁上 回）とい っ た、音声

知覚に 関わ る諸領域以外に 、BA4 （
一

次運動野）、特に BA6 （運 動前野） に お い て 明 らか

な活動が み られ ます 。 すなわ ち、音声言語 の 産出に 関わ る領域 とか な りの 部分オ
ーバ ー

ラ ッ プす る運動前野 の 活動 を観察する もの で した 。 Witson らの 言 い 方をす れば 、聞き取 っ

た音響信号 を音声 コ ー ドに 変換す る際 に は 、調 音 の ため の 運 動 シ ス テ ム が 活用 され る

（
“
the　motor 　system 　is　recruited 　iD　mapping 　acQustic 　inputs　to　a　phonetic 　code

”
）とい う

の で す （p701 ）。こ れ らは 、被験者 に と っ て な じみ の ある 母語 の 言語音 の 知覚に際 して は 、

実際に声 に は 出さなくて も、自然に対応 する音声表象 を形成 し、それ を音声 イン プ ッ トに

同期させ て い る こ とを示唆するデ
ー

タで す 。

46

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

図 6　ブ ロ ードマ ン の皮質領野［15］

　事実、神経科学の 立場か らは、言語音声の 知覚 には、音声的な処理 ル
ー

ト以外 に、運動

ル
ー

ト （motor 　route ）が存在する と い う考え方 は 、実は 有力 な説と して 多 くの 研究者 に

支持 され て い ます。すなわ ち、腹側系音響 ル
ート （ventral 　acoustic 　route ）お よび背側系

運動 ル ー ト （dorsal　motoric 　route ） とい う 2 つ の ル
ー

トで す 。 図 7 は こ の 音響的腹側、

運 動的背側 の 両 ル ー トを、そ れぞ れ に 関わ る主な領域 とと もに示 した もの で す 。

　両ル
ー

トは と もに、左大脳 半球第
一次聴覚野で 知覚 した音声信号 をもと に 、 処理が ス

タ
ー

トします 。 そ の 中で、前者の 腹側 ル ー
トは、特に側頭葉の 前部 と結び つ き、 語彙 ・意

味処理 を行 い なが ら、言語産出 と関わ る ブ ロ ーカ領域 と連絡 して い ます。こ の よ うに、腹

側音声認識ル ー トは、言語の 意味 の 理 解に 関係す る ス 1・リ
ーム です の で 、

‘
what 　route

’
と

も呼ばれ て い ます。

　他方 、運動背側 ル ー
トは、ウ ェ ル ニ ッ ケ領域、角回な どか ら、頭頂葉 ・運動野等を活用

した音声認識ル ー トで す、， ワ
ーキ ン グメ モ リの音韻ル ープ に お ける内語反復 （サ ブ ボ ーカ

ル リハ ー
サ ル ）に関係する部位 と して 知 られ て い る もの で 、 こ の 内語反復を活用 した音声

認識ル ー トで す。こ の ル
ー

トは、運動野を介して 、音声産出に関 わ る ブ ロ
ーカ 野 ともリ ン

ク して い ます．こ の ように 運動的な背側 ル
ー

トは 、先に 記述 しま した 「音声知覚の 運動理

論」を支える神経圓路に な っ て い ます 。

4h

。w 　rOute
’
とい う呼び方 もあ ります。
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　　　　　　 図 7　音響的腹側ル
ー

トと運動的背側 ル ート匚16］

5．行為の 理解 にお ける行為の 再現

　聞 き手が 、そ の音声知覚時に 、そ の 音声 イン プ ッ トと同期 させ るべ く対応 する 調音 ジ ェ

ス チ ャ を形成する の は何故か に つ い て は、実 はま っ た く未解決 の 問題で す 。 ただ、音声知

覚とは や や 離れ た領域 にな りますが 、一般に、行為の 「理 解」 に はその 行為の 「再現」が

必要 で ある とい うこ とを示唆す る研究が 従来 よ り数多くあ ります。

　まず、こ の ような行為の 再現能力、言い 換 える と、行為の 模倣能力は、生得的 に備わ っ

て い る とい う研究が あ ります ，、こ れ は、か ね て よ り、新生児模倣 （neonatal 　imitation） と

して 知られ る 現象で す ， Meltzoff　and 　Moore は、生後平均 321 時間の新生 児に 対 し、大

入が舌出 しや 口 の 開閉を行 っ た と こ ろ 、新生児は、そ の ような行為を注視 した うえ で す ぐ

に 模倣する こ とを発見 しま した。つ ま り、子供は未知の 行為 もそれ を モ デ ル と して 観察 し

た上 で 自発的に再生す る能力を、生 まれ なが ら に して 持 っ て い る の で は ない か とい うの で

す［17］。
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図 8　大人 の 表情 を模倣す る生 後 12 日か ら 21 日の 新 生 児［17］

　 また 、 近年発見された ミ ラ
ーニ ュ

ーロ ン に 関する 研究は 、 他者の行為 を再現す る部位が

脳内に存在する と報告 し て い ます。Rizzolattiほ か は、サ ル が 運動す る と き に活動する だ

けで な く、サ ル が 、ヒ トが行 う同 じ運 動 を見て い る と きに も活動す る特異な神経細胞群

を、サ ル の 運 動前野 （F5）に発見 しま した 。 彼 ら は、こ れ を ミ ラ
ーニ ュ

ーロ ン （mirror

neuron ） と名づ けました。そ して 、他者 によ っ て 示 され た行為 を理解 しよ うとす る とき、

そ れ を観測 した者が知識か ら対応する デ
ー

タを検索 ・照合するだ け で はな く、そ の 行為を

再現する 能力が、そ の 行為の 理解 に は必要 で ある と指摘 した の で す 。 こ の ミ ラ
ーニ ュ

ーロ

ン はサ ル だ け で な く、ヒ トの 運動前野 （BA6 ＞に もある の で は ない か と考え られ て い ま

す 。 そ して、こ の よ うに他者 の行為を自身の 行為 と して模倣す る こ とで 、そ の 行為が よ り

よ く理解 され る とい うの で す ［18］c，

　玉井 ［19］や 門田 ［1］等が提唱 する シ ャ ド
ー

イ ン グ は、音声知覚 に同期 させ る 、 運動前

野 ・運動野の 活動に よる調音ジ ェ ス チ ャ の 形成を促進す る効果 を持 つ の で は な い か と仮定

で きます 。聞 き手自らが 、シ ャ ド
ーイン グ に よ り、話 し手に よる音声産出行為 を模倣 し再

現する能力を養 うこ とで 、 音声知覚 じた い が よ り正 確にな り、そ の 自動化 を推 し進 め る機

能がある の で は な い で し ょ うか。こ の 仮説は、今後 さ らなる検討が必要なもの で すが 、例

えば、門田 は、玉井 ［19］の研究成果を踏 まえ 、 シ ャ ドーイ ン グ訓練の 結果、リ ス ニ ン グ能

力 の 向上 に 至る プ ロ セ ス を図 g の よ うに仮定して い ます ［1］。

　すなわち 、復唱能力が鍛 え られ、それ に つ れ 、学習者 の 英文 の 調音 ス ピー
ドが 向上す る

0）で す 。 こ の ことは、復唱の 高速化 ・効率化が達成 される と、音声知覚に同期 させ る調音

活動 の 促進をはか る こ とが で きる の で は ない か とい っ た説明と も合致する もの で す 。
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図 9　シ ャ ドーイ ン グ 訓練が い かに リス ニ ン グ能力 と結 びつ くの か

　　　　　　　 （［1］に もとづ き
一

部改変）

6 ．シ ャ ドーイ ング と学習項 目の 内在化 ：外的リハ
ーサ ル と内的 リハ

ーサ ル

　 シ ャ ド
ー

イ ン グによ る復唱 を何度 も行 うこ とは 、
い わ ば 「外的 リハ ー

サ ル （overt 　vocal

rehearsa1 ）」 を繰 り返 し実行す る こ とを意味 し ます 。そ うす る と、こ の 練習効果に よ り、

ス ピー
キ ン グ に 先だ っ て 心の 中で 準備する 上記の 「内的リハ ー

サ ル」が 、こ れ まで よ りも

ず っ と容易に実行で きる ように な る の で は ない で し ょ うか ． 言 い 換える と、「外的 リハ
ー

サル 」を訓練する こ とで、それが そ の ま ま ス ピー
キ ン グ能力 の 向上 に繋が る の で は ない か

と予想で きる の で す 。

　さらに、人 の 名前を覚える、電話番号 を覚 え る な ど新情報 の 獲得は 、認知心理 学で は従

来か ら、維持 リ ハ ー
サ ル （maintenance 　rehearsa1 ）や 精緻化 リ ハ

ー
サ ル （elabQrate 　re−

hearsa！） と い っ た復唱 に よ っ て 短期記憶 （ワーキ ン グメ モ リ） 内の 情報を長期記憶に転

送する こ とで 実現 される とい うモ デ ル化が な されて きま した ［20］［21］。

　 こ の よ うな考察か ら、シ ャ ドー
イ ン グな ど に よ る復唱 （外的 リハ

ー
サ ル）の ト レーニ ン

グが 、い か に して 、新情報 の 獲得に役立 つ の か 、心理 言語 学や 神経科学の 観点か ら、詳細

に検討する必要が ある こ とが わか ります。特に 、外的 リハ ーサ ル の 高速化 ・効率化が 、上

記 の よ うな新情報の 獲得の 前提 とな る 内的 リハ ー
サ ル （内後反復）の 実行をや は り高速

化 ・
効率化 させ る働 きが ある の か ど うか検証す る こ とが必 要に な ります。そうする こ と

で、シ ャ ド
ー

イ ン グ の トレーニ ン グが 、新規学習 項 目 の 定着や内在化 に い か に つ なが る

か、そ の 道筋が 明らか に な る の で は な い か と思わ れ ます 。 こ の 観点か ら、筆者 自身は、現

在 シ ャ ドーイ ン グ の トレー
ニ ン グ に よる外的 リハ

ー
サ ル能力が 内的 リハ ー

サ ル 能力 をい か

に 促進す る か 、 さ らにそ れに よ り第二 言 語習得 に どの よ うに 貢献するか実験的に検討 して

い ます 。 こ れに つ い て は 、今後の 進展 を、稿を改め て報告 した い と思 い ます。

50

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

7 ． シャ ドーイ ン グ とス ピーキ ン グ ： 今後の 展望

　門田 ［22］は 、第二 言語にお け る ス ピーキ ン グ （文産出）を遂行す る枠組み と して 次 の 3

つ を仮定 しました 。

　（1） 単 語 を素 材 に 、 文 産 出 の た め の 統 語 規 則 を適 用 した 文 産 出 （rule −governed

　　　sentenee 　production）

　（2）定式連鎖 （formulaic　sequence ） ＜言吾彙チ ャ ン ク （lexical　 chunks ）、 プ レ ハ ブ表現

　　　な どと も言 う〉 をもとに した文産出 （formulaic　sentence 　production）

　（3＞統語的プ ライ ミ ン グ に もとつ く文産出 （syntactically −primed　sentence 　production）

　以上 の 中で 、 （1） は 、 Chomsky な ど生成文法学者に よ る主 張の とお り、文法規則 を駆

使 しなが ら、聞い た こ とも話 した こ とも ない 、「新た な文 （new 　 sentences ）」を生成す る

創造的 な言語能力で す。第二 言語にお い て もそ の よ うな文産出を行 う能力 は確か に 必 要で

す 。 しか しなが ら、 文産出を可能に して くれ る の はそれ だけで はな く、頭の 中に 丸 ご と蓄

えて い る構文や語彙の ま とま りを土台に し て 、文 を つ く っ た り （上 記 （2））、会話 に お い

て 相手が使用 した既出の構文が 頭の 中に残 っ て い てそ れ を再度使用 した り （上記 （3））し

て 文を つ くる こ とが多い の で す。特に、（2）の ような定式連鎖 をもとに した 文産出プ ロ セ

ス に 、シ ャ ド
ー

イ ン グ の 繰 り返 しに よ る 、語彙チ ャ ン ク や構文を丸 ご と定着 させ る こ とが

効果的で は ない か と考えられ ます 。 The 　thing 、

／ fact／ point　is　that ．．．、　 That　relninds 　me

of　the 　time 　when ＿、工think 　it　important　to　do−．．の よ うな決ま り文句や、　kick　the　buck−

et 、　 rain 　cats 　and 　dogsな ど の イデ ィ オ ム な どは、ち ょ うどプレ ハ ブ 住宅 を建て る ときに 、

半ば組 み立 て られた建材 を もとに家 を建 てる の と同 じで 、こ の ほ うが 、 話 し手に とっ て 、

文構築 の 認知負荷 を軽減 させ 、自身の 話の 内容に 注意が集中で きる よ うに な ります。筆者

自身は 、シ ャ ドーイ ン グ に よ る 学習項 目の 内在化 に は、こ の 定型連鎖 の 習 得が大 きな位置

を占め て い る の で は な い か と仮定 して い ます 。

　 もう 1点シ ャ ド
ー

イ ン グ とス ピー
キ ン グ能力の 習得 に関係する事例が あ ります。英語な

ど第二 言語 （外 国語）で 、発話 （ス ピ ーキ ン グ） をす る場合 に は 、 実際に声 に 出す まで

に、い っ た ん 頭 の 中で 文 を つ くっ て 、それか ら発話す る こ とが 多い と思 わ れ ます 。例 え

ば、 H 本語で 話す場合で も、多 くの 人が い る前で質問 をす る と きな ど、緊張 した 場面で は

よ く実践す る も の で す。実 際に 口 に 出 して 発 言す る 前に 、こ の よ うに 頭の 中で 「内的 リ

ハ
ー

サ ル 〔subvocal 　rehearsal ）」 をする こ とが、実は ス ピーキ ン グカをつ けるす ぐれた練

習 になる の で はない で しょうか 。 すなわち 、 ス ピーキ ン グ を しよ うとする前の 下稽古で あ

る 「内的 リハ ー
サ ル 」能力の 形成が 、ス ピーキ ン グの 育成に と っ て極め て 重要な意味を持

つ の で は ない か とい うこ とで す、、
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　SCQvei匚23］、香田 ・［ゴ井［24］、白井 ［25］をは じめ と して こ れ まで の 第二 言語習得研究で

は、言語学習 における沈黙期 （silent　period〕 の 存在 を指摘 して い ます，、親の 転勤 な ど で

英語圏に連れ て行か れた子 どもが 、

・・定期 間ず っ と黙 っ て い た の に、あ る日突然 、周囲の

驚 きをよそに 、 流暢な英語で 話 し始め る とい うこ とは しば しば見られ る現象です，，こ の 沈

黙期に は、廻 りの 発話の 理解 に終始する の で は な く、実 は聴取 した入力音声 を内語反復

（内的 リハ
ー

サ ル ）を して い る こ とが知 られ て い ます 。 こ の ように心の 中で 文を発する練習

が 、流暢 な発話 の 鍵 に なる と い う の で す［25］，、門田［1］で は 、 音韻ル ープ内で の 復唱力が 、

シ ャ ドーイン グ に よ っ て 培わ れる可 能性が あ る こ とを指摘 して い ます。声 に 出して 、何度

も繰 り返 しシ ャ ドーイン グや音読の 練習をす る こ とで、心 の 中で復唱する ス ピー
ドが 高速

化 し、そ れ に従 い 苦 もな くリハ ー
サ ル する た め の 自動性が獲得で きる の で はな い で し ょ う

か．，こ の よ うな復唱 の 自動性が 達成で きる こ とは、上 記で 述べ た よ うに、定型連鎖 な ど新

規学習項 目を記憶する の に役立 つ だけで なく、 音声 による コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 、とりわ け

流暢な発話 （ス ピーキ ン グ）が で きる た め の前提 に な る の で は な い か と仮定で きます 。

8 ．お わ りに ：心理言語学的能力 の 提唱

　
一般 に、第二 言許 （外国語）の コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン能力 は次 の 4 つ か ら成 る と言 われ て

い ます ［26］：

　（1）文法能力 （grammatical　coInpetence ）： 言語知識 に もとづ き、新た な文を理解 ・産

　　 　出する能力

　  社会言語学 的能力 （sociolinguistic 　competence ）：社会的文脈 を理解 し、状況 ・
場

　　 　面に適切 な言語 を使用する能力

　（3）談話能力 （discoursc　competence ）： 状況 に関連 した
一
貫 した テ キ ス トを形成す る

　　　の に有効 な指示、言 い 換え、省略な どを駆使す る能力

　（4）方略的能力 （strategic 　competence ．） ： 自身の知識の 限界 に対処すべ く、言 い 換 え、

　　　繰 り返 し な どの 方略 を使 っ て 切 り抜 ける能力

　わ が 国 の 第二 言語教育、と りわ け英語教 育が こ れ まで 重視 して きた の は （1）の 能力の

形成で 、そ れ によ りは じめ て 聞 く文で も、は じめ て話す文で も、時間をか けて考えれ ばそ

の 意味が理解で き、そ の 産出が で きる と考えて きま した，、しか しそ れ で は 、あま りに 「認

知負荷が高 く」、実際の 会話で は間 に合 い ませ ん。通常 は、ほ ぼ 数百 ミ リ秒 と い っ た ご く

短時間の うちに文 を聞 い た り、話 した りする の で す。こ の 能力を 、 （1）〜 （4）に対 して、

次 の （5＞と して 加え る必要があ る の で はな い で し ょ うか．，
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　 ＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊串＊＊ 宗＊＊＊ 串＊＊串＊ ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊ ＊

　（5）心理言語学 的能力 （psycholinguistic　competence ）： コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 支障 を

　　　きた さ な い た め の 認知的流 暢性 を伴 っ た処 理能力 （cognitively 　fluent　processing

　　　cornpetence ）、，

　 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

　こ れ は、一
定の 時間内 （通例 1秒以 内）に 素早 く、しか も安定 して 反応す る 自動化 した

処理 （automatic 　processing） を行 う能力 で す ，，同時に 、必要に 応 じて 意図的 に コ ン ト

m 一
ル され る柔軟 な処理 （flexible　processing ）と い う概 念 も含む もの で す v こ れは、 コ

ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン能力を支える重要 な能力 として心理言語 学的能力の 必要性 を説 い た 門田

に よ る発表 ［27］に 、Segalozitzに よ る 認知的流暢性 （cogni しive　fEuency）［28］を参考 に しな

が らも、多少修正 を加え て 、Kadota ［29］に よ り提案 され た もの で す。

　英単語の 知識 を顕在記憶の レベ ル か ら手続 き記憶 （潜在記憶）の レ ベ ル に 変換 させ る こ

とが 、英 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 に と っ て は 、そ の 根幹を成す 能力で は な い で

し ょ うか 。 こ の観点か ら、「心理言語学的能力」を再 度提案した い と考えます 。

　今後 、コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力に、上 記 〔5） を組み 込む こ と の 妥当性に つ い て 、さ ら

に 理論的に も検討 して い きた い と思 い ます。

　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　注

i　 本稿は 、 2011年 1 月 24 日に長岡技術科学大学に て 開催 され た 『生体情報処理 と高度

　 情報処理シ ン ポ ジ ウ ム 2011』 における 特別講演 「シ ャ ドーイ ン グを活用 した 第二 言

　 語習得 ：外 的 リハ
ー

サ ル の 役割 （The　use 　of　shadowing 　in　L2　acquisition ： The　 role

　 of　overt 　vocal 　rehearsal ）」にお い て 報告 した 内容に 、一
部加筆 ・修正 を施 した原稿

　 に基づ くもの で ある。
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